
8 草 地型酪農におけるサイ レージ調製の機械化体系

(畜 試 飼料機械部 ・乳牛部 )

(1)背 景 とね らい

粗飼料基盤は山寄り地帯に編在しており、したがって今後とも草地型酪農は一菜を担って

伸び、粗飼料の主体としてのグラスサイレージの重要性は拡大していくものと思われる。

サイレージ化は機械化 ・施設化を伴ない、技術あるいは作業の体系化がより大切になる。この

の作業技術体系は、経営立地条件によって毅通りも存在すると思われるがⅢ岩手首試で実施

した寒冷地における草地型酪農事業経営実用化技術組立試験」から、 1つ の体系を得たので

参考に供したいと

( 2 ) 技 術 の内 容

1)材 料事の収穫は、乾物生産量、サイレーシ品質、作業適性、天候の安定などの点から

考慮し、年間3回刈 りとするのが適当である。

注 )実 日数は 210′ が程度のサイHへ 、年 3回 の追詰法を採ることで想定した。

2) 1番 草では、可溶性炭水化物の多い材料であり、かつ革量が多いため、能暮良く直刈

法による高水分サイィーシ調製を行なうのが有効である。

3)再 生事では、分質発酵を抑制するために、予乾法を採ることが有効である。

で目1収穫期間 実 日数 材料率 テイシ 生 草  量 乾 物 歩 合 乾 物 卓 量

4 日
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4)と りわけ予乾法では、連続無降雨日の予祭を重視する必要がある。刈取りは給上げの

1昼夜前に行なうのが有効である。

5)サ イFへの排汁日の取付けは重要であり、中央に1つの設置より、側端に複数設置す

る方が有効である。

6)材 料草の細断は、機械施設に対する材料の流動性の確保、高密度埋蔵による品質の安

定化に有効である。切断長30招 /解 以下のものが、■番草の場合、重量比で 80″ 以

上、再生草の予乾法の場合、 70%以 上あることをめどとする。

7)タ ワーサイロヘの埋蔵を目的とし、かつ、上記の男断長を確保するためには、シリン

ダ型のフオーレイジ・ハーペスタの使用が必須条件となる。

8)上 部取出式タワーサイロヘ設置するデストリピュータは、プローア円筒をスイングさ

せる型のものがよく適合する。

9)上 部取出式タワーサイFでは、密封ハクチの有無にかかわらず、各番草埋蔵のつど、

ビニール ・シートなどによる密封が有効である。 1

10)体 系表は、表-1に 示した作業組人員5人、 トラクタ5台によること、 1経 営当たり

4～ 6れの草地を対象とすることを前提としているも

( 3 ) 指 導 上の留 意 点                ,

1)高 性能機械 ・施設の利用は技術目的の適確な実施、および作業能率の向上が保証され、

良質サイレーシ確保のための重要要因であるため、作業は自己完結で行なうより、委託

あるいは 4～ 5戸共同で行なうことが有効であり、ここではその形態を前提とした。

2)経 営立地条件の如何にかかわらず、一元的体系で機械化、施設化、タフーサイ,体 系

化することは危険であり、したがって本体系の適合条件は制約される。

3)材 料草の年 3回刈りtよ高標高寒地以外で、オーチャー ドグラスが良く栽培できる地域

に適合する。

4)こ こに示じた機械体ネは傾斜角 5度程度までの平坦地に道合L緩 傾斜地 (8度 程度     ,

まで )では運搬事は自走式 (ト ラックなど)に変更する必要があり、それ以上の急傾斜

地では、 4輸 駆動、徴速装置、特殊タイヤ等の装着革に変更が必要である。

5)草 地への施肥は、44当たりN240k7s P205 1 2 0 k7、 略0240路 を条件とする。
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( 4 ) 関 連試 験 課題

寒冷地における草地型酪農専業経営実用化技術組立試験

( 5 ) 参 考 資料

寒冷地における車地型路農事業経営実用化技術組立試験

51年 52年 中間報告書. 53年 中間報告書

(6 )主 要 成果 の具体的数字
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表一 I グラスサイ レージ調理体系
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ta当たり使用資材

軽油 5〃 軽油

反転 2タ

集草 1.8形

軽油
1番車時 20〃

再生草時 i:723)
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技術上の留意点

モーア ・ョンデイシ

ョナの使用は、乾操

促進に有効である。

半面、高価である。

集革は専用機のサイ ド

型 レーキを用いるのが

より有効である。

圃場草量は

1番草で 28↓ /4a

再生草時で 20t/れ 前後
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運 般 吹 上 詰 込 均 平 密 封

la~斜地では自走式の運搬草

を用いる必要がある。

oこ こでは上部取出式のタ

ワーサイロを想定した。

も当行程従事者は、デス ト

リピュータの操作も行な

う。

oデスト,ピ ュータ

を使用するが、各

番草埋蔵終了問際

には、入力で仕上

げ均平を行なう。

o各 番単埋蔵終了後

に、 ビ ニール ・シ

ー トな どで密封す

る。

10日 (再 生約 55日 )、 3番 車 :10月 8～ 13日 (再 生沼 6 0日 )

4輪 フオー レイジ ・ワゴン

(ク ロス ・コンペア装着 )
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4人 「同左
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再生草時

ビニール フイル ム

サイロから圃場 までの距離を1

KHまでと想定 している。

1台 当た りの積載量は、生車K

約 ヤ で ある。     !

ブFTア 能率は

18t/れ である。

デス トリピュータは電効モ
ニタを使用

高水分サイレーシて

は排汁を充分に行な

う。
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